
国語科文法との連携を
考慮に入れた

小学生のための主体的で
対話的な英文法学習の指導

西垣知佳子・物井尚子・安部朋世

神谷昇・小山義徳

千葉大学



本日の発表

1. 小学校英語の特徴について

2. 国語科における文法指導について

3. 発表の目的

4. データ駆動型学習とは

5. 国語科との連携を視野に入れた

教材作成

6．まとめ



小学校での英語の教科化
（文部科学省, 2017)

3・4年生 「外国語活動」
音声中心の指導

5・6年生教科としての「外国語」
文字指導の開始
文構造への気づき



中学・高校の英語指導
文法知識を獲得してから
英語を使う
明示的指導

小学校の英語指導
英語を使いながら文法知識を
獲得する

暗示的指導

小学校英語の特徴



小学校における
英語指導者の特徴

• 英語や英語科教育法の知識が少ない

• 英語の指導の経験が少ない

• 国語の指導の経験が豊富

• 国語科文法は教えている



文構造…について日本語と外国語
との違いに気付き，知識を理解する

次期学習指導要領・小学校・外国語



次期学習指導要領・小学校・国語

外国語活動及び外国語科など
他教科等との関連を積極的に図り



（平成26年検定済『小学生のこくご二年』三省堂，p.123 より）

１，２年
「文の中における

主語と述語
との関係
に気付くこと。」



（平成26年検定済『小学生の国語三年』三省堂，p.197 より）

３，４年
「主語と述語
との関係，

修飾と被
修飾との
関係，
（略）につい
て理解するこ
と。」



本研究の目的

国語科文法との連携を

考慮に入れた小学生のための

主体的で対話的な英文法学習

の指導と教材について検討する



データ駆動型学習

Data-Driven Learning

DDL



学習者が

多数の英文に触れて，

自分の力で言葉の規則に

気づいて，発見して学ぶ
主体的で，探究的な学習法



ＤＤＬの指導例



ＤＤＬ教材の例

1 I play basketball. わたしはバスケットボールをします。

2 I play soccer every Sunday. わたしは毎週日曜日にサッカーをします。

3 I play the guitar. わたしはギターを弾きます。

4 I play the violin. わたしはバイオリンを弾きます。

5 I play tennis on Monday. わたしは月曜日にテニスをします。

6 I play the piano every day. わたしは毎日ピアノを弾きます。



playは楽器だと楽器の前にtheを
つけて、日本語で訳すと「する」で
なく「弾く」になる

1 I play basketball. わたしはバスケットボールをします。

2 I play soccer every Sunday. わたしは毎週日曜日にサッカーをします。

3 I play the guitar. わたしはギターを弾きます。

4 I play the violin. わたしはバイオリンを弾きます。

5 I play tennis on Monday. わたしは月曜日にテニスをします。

6 I play the piano every day. わたしは毎日ピアノを弾きます。



「毎週～曜日」では「every」、
単に「～曜日に」では「on」です。

1 I play basketball. わたしはバスケットボールをします。

2 I play soccer every Sunday. わたしは毎週日曜日にサッカーをします。

3 I play the guitar. わたしはギターを弾きます。

4 I play the violin. わたしはバイオリンを弾きます。

5 I play tennis on Monday. わたしは月曜日にテニスをします。

6 I play the piano every day. わたしは毎日ピアノを弾きます。





第３文型と第４文型 show







練習問題
友だちに誕生日プレゼントをあげるとしたら、
誰に何をあげますか。その人に合ったプレ
ゼントを考えて、時間内になるべく多くの英
文を書いてみましょう。



ＤＤＬ教材をつくって
気づいたこと



英語だけに使われる文法用語がある
目的語

日本語だけに使われる文法用語がある
形容動詞

文法用語に日本語と英語で違いがある
主語と述語 / 主語と動詞

品詞を混乱しやすい語彙がある
欲しい/ want 形容詞/動詞
できる/ can     動詞/助動詞

英語と日本語の違いの例



国語科文法との
連携を考慮に入れた
小学生のための
主体的で対話的な

英文法学習の教材づくり

→ 英語の指導に不慣れな
先生方が使いやすい教材



教材例１

英語の
単語・文の表記



ワークシート



• 文の初めは大文字で始まります。
• 名前は大文字で始まります。
• I はいつでも大文字で書かれます。
• 英語は語と語の間にスペースがあるのに，日本語は
語と語の間にスペースがありません。

• 英語は文の終わりが[ . ]，日本語は文の終わりが
[ 。]です。

• 英語の文字は１種類だけれど，日本語には３種類の文字
があります。

ヒント

１）語と語の間隔はどうなっているかな？
２）英語の大文字が使われるのはどんなとき

かな？
３）英語と日本語の文の終わり方に注意しよう。
４）使われている文字の種類はいくつある

かな？





国語科の視点から
①にほんごはかんじかなまじりぶんでかかれます。

②日本語は漢字仮名交じり文で書かれます。

①と②とではどちらが読みやすいでしょうか。

一般に日本語は、②のように漢字仮名交じり文で
書かれます。

漢字が、主として名詞や動詞・形容詞・形容動詞
（のおおよそ語幹）に使われることで、どこが語句の
はじめかが分かりやすくなります。

漢字の使用が分かち書きと同じ働きをしているとい
えます。



発展的文法情報：指導者用

例

ピリオドを使う場合：
１）平叙文、命令文の文末

I have a bicycle.
Stand up. / Be quiet.

２）略語
Prof. (← Professor)
Apr. (← April)

綿貫陽ほか (2000)『徹底例解ロイヤル英文法 改訂新版』を参考に作成



教材例２

英語の語順





• 日本語は「～は，～を，持っています」の
順番です。

• 英語は「～は，持っています，～を」の
順番です。

• 「動詞 ＋ ～を」 の順番が違いますう。
• 名詞の前に a があります。
• have のあとは a ＋モノ（名詞）。

haveのすぐあとに来るのはどんな言葉かな？

英語と日本語の言葉の順番に注目しよう。」



わたしは 持っています。自転車を

a bicycle.Ｉ have
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